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②付表2　事業予算調書（地域おこし協力隊・継続分）

付表２
令和 2 年度 事業予算調書 新規・

継続 通算

会計 2 款 3 項 7 目

事業
通番

予算
要求区分

5. (6)

千円 【目的】 地域おこし協力隊による住民・地域団体と連携した活動や特産品の開発、情報発信等の地域協力活動を通じて、定住定着と地域力の維持向上を図る。

( ) 【対象者】　浜益区地域おこし協力隊　現役隊員１名（浜益区第２期隊員・H30.10月採用）　　※最大任期３年間（～R3.9月まで）

【実施内容】

１名（会計年度職員） 石狩市浜益支所、一般社団法人石狩観光協会浜益事務所ほか

( )

( ) 【事業費の積算根拠】

( )

( )

( )

【その他事項】

①Ｒ１年度の事業成果及び検証

②事業を行う上でのステークホルダー（市役所他部署・外部関係団体）の明示 ④今後の事業の方向性

・地元の各種まちづくり団体と連携した地域おこし協力活動を展開している。

・地域おこし協力隊の活用は、企画課、厚田支所地域振興課と連携して取り組む。

③関係者との協議状況（熟度） ⑤財源の検討状況

・本事業予算は、地域おこし協力隊推進要綱（総務省）に基づき、全額が特別交付税

措置の対象となる。（上限額4,000千円／１隊員） （単位：千円）

《財政課記入欄》 H30 Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5 Ｒ6以降 合計

1,911 4,150 4,150 2,075 12,286

0

0

地方債 0

その他 0

1,911 4,150 4,150 2,075 0 0 0 12,286
※注意事項　①レイアウトは自由ですが、表記の項目は必ず記載すること　②事業費の積算資料（見積書・設計書等）があれば添付のこと（原則A４版）　③必要に応じ図面等を添付すること

総合戦略 移住・定住の推進

当初要求

予算事業名

要求基準経費

重点施策

一般

（２）　豊富な自然資源を活用したまちづくり関連所管課名 企画課 事業名 浜益区地域おこし協力隊活動事業費

要求額 4,150

査定案

【財源内訳】

国庫支出金

一般財源 4,150

道支出金

市債

新年度予算への反映 （　　）

指標名 実績（直近）

事　業　費

国庫支出金

今後の見込み

継続事業 ３年目

施策名

特定財源名及び補助率・充当率

特別交付税措置あり

今後の方向性

関連する個別計画

所管課名 浜益区地域おこし協力隊活動事業費

一 般 財 源

ＰＤＣＡサイクルの実施 道 支 出 金

浜益支所地域振興課

（　　）

隊員が行う地域協力活動
隊員の技能や知識・経験等を活かし、観光協会と連携した観光振興活動（観光情報発信・各種イベント企画運営・周遊観光商品開発
等）や地域（農漁業生産者、各種まちづくり関係団体）との連携による地域振興活動など

採用人数（身分） 活動拠点

成果指標名

0

その他財源

【実施方法(手段）】　総務省「地域おこし協力隊推進要綱」に基づき隊員を募集・採用する。

・地元住民有志との協働により浜益ロゴマークを開発、「浜益Ｔシャツ」等のグッズ販売を通じ、地域の一体感醸成、浜益ブランドの発信を図っている。また、地域の祭事、各種
イベントや学校行事など、地域のトピックスを丹念に取材し、地域おこし協力隊通信やＳＮＳなどで地域の魅力として情報発信している。
・活動２年目に入り、より一層地域住民とのコミュニケーションを強化するとともに、外目線から地域の魅力に着目した地域おこし活動の展開が求められる。

・任期（最長３年）終了後の地元定着に向けた必要な支援を行うとともに、次期隊員の
確保及び地域おこし協力隊の拡充（増員）に取り組む。

・地域おこし協力隊員の人員配置に関しては、財政課とのプレヒアリング（R1.9月）を
行っている。

勤務時間、その他 週5日で29時間～38時間45分以内（原則9時－17時勤務）、住居は市が無償提供、活動車両（公用車）を配置

年額A 積算内訳（年額A内訳）

1報酬 2,496 月額208,000円*1名*12月

4共済費 (社会保険料) 388 健康保険料150,000円、厚生年金230,000円、子ども・子育て拠出金8,000円

(雇用保険料) 35 雇用保険35,000円

8報償費 100 講師謝礼100,000円

9旅費 (費用弁償) 270 道内・道外視察【JOIN、総務省他】@80,000円×3回、その他研修・バス代等30,000円

10交際費 20 視察時お土産代　20,000円

11需用費 (消耗品費) 210 消耗品(車両含む)180,000円、書籍代30,000円

　　　 (燃料費) 112 1日40㌔*23日÷15㌔(燃費)≒62ℓ*12ヶ月*＠138円*1.10*1台＝112,940円

12役務費 (通信運搬費) 129 タブレット通信料　@9,802円*1.10*12ヶ月*1台=129,387円

18 自動車任意保険料17,140円(対人対物無制限)*1台=17,140円

226 車両借上料 17,280円*12月*1台=207,360円、パソコン借上 1,477円*12月*1台=17,724円

80 各種備品80,000円

30 各種研修参加負担金30,000円

36 住居費用負担金　2,930円*12月=35,160円

4,150

(自動車損害保険料)

18備品購入費

19負担金補助及び交付
金

合 計

14使用料及び賃借料

項 目
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②付表2　事業予算調書（地域おこし協力隊・新規隊員分）

付表２
令和 2 年度 事業予算調書 新規・

継続

会計 2 款 3 項 7 目

事業
通番

予算
要求区分

5. (6)

千円 【目的】 地域おこし協力隊による住民・地域団体と連携した活動や特産品の開発、情報発信等の地域協力活動を通じて、定住定着と地域力の維持向上を図る。

( ) 【対象者】　浜益区地域おこし協力隊　新規隊員（６月～）１名　　※最大任期３年間

【実施内容】

１名（会計年度職員） 石狩市浜益支所、一般社団法人石狩観光協会浜益事務所ほか

( ) 【実施方法(手段）】　総務省「地域おこし協力隊推進要綱」に基づき隊員を募集・採用する。

R2.1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 9月 10月 11月 12月 R3.1月 2月 3月

( ) 着任・活動開始

○ ○ ○

( )
【事業費の積算根拠】

( )

( )

【その他事項】

①事業を行う上でのステークホルダー（市役所他部署・外部関係団体）の明示 ②関係者との協議状況（熟度）

・浜益区地域協議会において、今後の地域おこし協力隊の拡充方針を確認済み。 ③財源の検討状況

・R1決算特別委員会で戦略的な人材確保について質疑あり。

（単位：千円）

《財政課記入欄》 H30 Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5 Ｒ6以降 合計

2,650 4,570 4,570 2,650 14,440

0

0

地方債 0

その他 0

0 0 2,650 4,570 4,570 2,650 0 14,440
※注意事項　①レイアウトは自由ですが、表記の項目は必ず記載すること　②事業費の積算資料（見積書・設計書等）があれば添付のこと（原則A４版）　③必要に応じ図面等を添付すること

総合戦略 移住・定住の推進

当初要求

予算事業名

政策経費

重点施策

一般

（２）　豊富な自然資源を活用したまちづくり関連所管課名 企画課 事業名 浜益区地域おこし協力隊活動事業費

要求額 2,650

査定案

【財源内訳】

国庫支出金

道支出金

市債

関連する個別計画

その他財源

一般財源 2,650

（　　）

新年度予算への反映 （　　）

指標名 実績（直近）

事　業　費

国庫支出金

今後の見込み

浜益支所地域振興課

新規事業 初年度

施策名

特定財源名及び補助率・充当率

特別交付税措置あり

今後の方向性

成果指標名

0

所管課名 浜益区地域おこし協力隊活動事業費

一 般 財 源

ＰＤＣＡサイクルの実施 道 支 出 金

隊員が行う地域協力活動
隊員の技能や知識・経験等を活かし、観光協会と連携した観光振興活動（観光情報発信・各種イベント企画運営・周遊観光商品開発
等）や地域（農漁業生産者、各種まちづくり関係団体）との連携による地域振興活動など

採用人数（身分） 活動拠点

8月

現役隊員年間積算額
の１０／１２カ月を基本
とする。

着任準備選考、採用決定採用・着任スケ
ジュール

公募

・募集活動は地域連携団体（漁協青年部、JA北石狩青年支部、わかもん会等）の協力
を得て進めることで、より具体的な地域協力活動のイメージを持った人材確保を図る。

勤務時間、その他 週5日で29時間～38時間45分以内（原則9時－17時勤務）、住居は市が無償提供、活動車両（公用車）を配置

・地域おこし協力隊の拡充方針については、企画課、厚田支所地域振興課と協議・連
携して取り組むこととしている。

・本事業予算は、地域おこし協力隊推進要綱（総務省）に基づき、全額が特別交付税
措置の対象となる。（上限額4,000千円／１隊員）

・R1.8月、R1.11月の首都圏における移住・交流フェア等に出席し、候補者との面談・交
流を図ってきており、公募時には個別連絡する予定である。

年額A 乗率 新隊員分 積算内訳（年額A内訳）

1報酬 2,496 6/12 1,248 月額208,000円*1名*12月

4共済費 (社会保険料) 388 6/12 194 健康保険料150,000円、厚生年金230,000円、子ども・子育て拠出金8,000円

(雇用保険料) 35 6/12 18 雇用保険35,000円

8報償費 100 1 100 講師謝礼100,000円

9旅費 (費用弁償) 270 1 270 道内・道外視察【JOIN、総務省他】@80,000円×3回、その他研修・バス代等30,000円

10交際費 20 1 20 視察時お土産代　20,000円

11需用費 (消耗品費) 210 1 210 消耗品(車両含む)180,000円、書籍代30,000円

　　　 (燃料費) 112 6/12 56 1日40㌔*23日÷15㌔(燃費)≒62ℓ*12ヶ月*＠138円*1.10*1台＝112,940円

12役務費 (通信運搬費) 129 6/12 65 タブレット通信料　@9,802円*1.10*12ヶ月*1台=129,387円

18 1 18 自動車任意保険料17,140円(対人対物無制限)*1台=17,140円

226 6/12 113 車両借上料 17,280円*12月*1台=207,360円、パソコン借上 1,477円*12月*1台=17,724円

80 1 80 各種備品80,000円

30 1 30 各種研修参加負担金30,000円

456 6/12 228 住居費用負担金　38,000円*12月=456,000円

4,570 2,650

(自動車損害保険料)

18備品購入費

19負担金補助及び交付
金

合 計

14使用料及び賃借料

項 目


